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会議の進行状況・顛末 

  

開 議  令和 ２年１１月２４日  午前９時３０分 

 

 西山教育長、開会を宣言する。 

  

  

 西山教育長の命により事務局、前回会議録（第１０回定例会）を朗読する。 

 

 西山教育長の命により塚本委員、渡邉委員 前回会議録に署名する。 

 

 

 教育長の報告  

 

 

西山教育長から、以下の報告がなされた。 

 

 １．長欠児童・生徒数について 

２．１２月蓮田市議会定例会について 

３．放射線の測定値について 

４．その他 

 

  

 報告事項についての質疑  

 

 

 

飯野委員 ＧＩＧＡスクール構想によって、非認知的能力が、ＩＴの中に埋もれてしまう

ことを教育長は懸念されていました。今後のＧＩＧＡスクール構想での課題になってく

るのではと思います。非認知的能力をどう育てていくか、どう見つけていくかというこ

とになるかと思いますが、この辺のお考えはいかがですか。 

西山教育長 ＩＴが浸透すると、失われるのではとよく言われています。非認知的能力を

育てるのは、人と人との繋がりや、人と自然との繋がり、人と生きているものとの繋が

り、あるいは、自分の思い通りにならないようなことに対応して、それを克服して乗り

越えていくこと。または、失敗していくことの繰り返しをどれだけできるかということ

だと思っています。学校の教育活動の中では体験的活動にあると思います。デジタル化

が進むことに対して失われるものは、アナログ的な活動です。これからまさにアナログ

的活動の大事さが問われていくと思います。体験的活動を大事にしていかなければいけ

ないと思っています。 

飯野委員 コロナ禍で色々な人が学ぶことが多いと思いますが、ＧＩＧＡスクール構想も

ですが、ＳＤＧｓの方向性を共有していかなければと思います。先生方が、子供達に対

する想いを伝えていかなければいけないと思いますが、その辺はいかがでしょうか。 

西山教育長 ＳＤＧｓについてですが、ＥＳＤと言われているものですが、このことにつ

いては、多くの先生は、意識はしていますし、一定の理解はしていると思います。しかし、

具体的にどうしていいのかがわからないのではと思います。あまりにサスティナブルの

ゴールが茫洋でありますので、ゴールを、どれをどの授業にどう扱っていったらいいかが、

非常に難しいと思います。今まで先生方は、断片的にあった環境教育・人権教育・国際理

解教育は、個々のものだという意識だったと思います。しかし、ＳＤＧｓというひとつの

枠の中に入り、全て持続可能な社会を作るためのひとつの柱の中で、全部位置付けている

ものだという意識に変化してもらわなければと思います。そして、具体的に授業をどのよ

うにやるかということを考えなければいけないと思います。 

  教育委員会でも、ＳＤＧｓボードゲームを購入して、活用する予定でしたが、コロナ



が流行してあまり活用は、できていません。 

西山教育長 このＳＤＧｓボードゲームは、環境教育や人権教育でもですが、プラスがあ

ればマイナスがあるということを子供たちにわかりやすくしています。プラスとマイナス

の場面をどのように最終的に調整して、最終的に自分にプラスが残るかというボードゲー

ムで、面白いです。これから２年ぐらいかけて少しずつ改良ができればＳＤＧｓの理解に

繋がっていくのではないかと思っています。 

増田委員 ＧＩＧＡスクール構想の中で、コンピューターが導入されてはいますが、教師がど

う押さえて指導していくか。そして、基礎基本をどう定着させるかという視点が非常に難し

いと思います。もうひとつ、教員自身全員がすぐにできるという状況にはならない。やっぱ

り少し経過を踏んでいかなければならないと思います。その過程で指導の見本を見せること

ができる教員の加配を入れ、研修・育成をはかる必要があるのではないでしょうか。もうひ

とつは、各ご家庭にもＧＩＧＡスクール構想に対する理解をいただく必要があります。どの

ように保護者の方々に理解していただくか考えなくてはなりません。こうした一連の研修や

周知について現段階でどのような計画がありますか。 

西山教育長 模擬授業の研究は、させてもらっています。県でも研修会を開く予定のよう

です。 

増田委員 県では、加配をつける予定はありますか。 

西山教育長 加配をつける予定はないようです。 

増田委員 モデル事業用の助成金は出ますか。 

西山教育長 助成金はあまりでないです。 

増田委員 非常に厳しい状況になりますね。 

西山教育長 ＧＩＧＡスクール構想に対する端末の補助金が出たことが、非常に大きいと

思っています。しかし、そのために受けたプラスとマイナスの部分があります。教師への

負担や教育委員会にかかる負担は、量的なものや質的なものがありますが、量的な負担が

大きく大変だと思います。コロナがあるから大変ですが、コロナがなければおそらくここ

までＧＩＧＡスクール構想は、進まなかったと思います。 

  ＰＴＡや家庭に対することについては、塚本委員は、どのように考えますか。 

塚本委員 子供が大きくなっていますので、距離をもって考えますと、やはり学校がＧＩ

ＧＡスクール構想を進めてくださっていることは、ひとつの安心感があります。また、一

気に進まなそうな感じがします。 

西山教育長 一気には進まないと思います。 

塚本委員 先生方も模擬授業をみながら、得意な先生がそれを取り込んで、より良く授業

に使い、子供たちも少しずつ学んでいければいいと思います。以前、ニュースで小学生が

パワーポイントを使い家のペットのしっぽの写真をアップし、学校で先生がその写真を子

供からもらい、先生がクラスの子供たちに流して、その感想をきくというのをみました。

親の手はひとつも借りていません。ＩＴ化の悪い面を考えると心配もありますが、親より

も子供たちが進んで取り組んで、大人を巻き込んでいくかたちでよりよく進んでいくので

はないかとおぼろげながらも感じています。 

西山教育長 家庭でどれだけ子供の活動を見ていくことができるかですね。渡邉委員はど

う思いますか。 

渡邉委員 保護者の間で、タブレットについてお話をする機会がありましたが、今、保護

者の間では、タブレットの配布は、タブレットの中に教科書が入っていて、宿題もできて、

学校に行かなくてもリモートで授業ができるようにするためのものだという考えをもっ

ている人が多いという印象でした。しかし、タブレットは、家庭で使うというよりも学校

で使うものだということがわかり保護者の間での認識の違いがまだあると思いました。 

飯野委員 リモートの印象があるのだと思います。 

西山教育長 皆さんリモートを意識してしまうのですね。 

渡邉委員 保護者の間では、学校が休校になった時の対応の心配をしていますので、どう

してもリモートでの授業を期待しています。タブレットの使用について、保護者が毎日一

緒に見てあげることができますかというアンケートが来た時は、保護者の間では心配をし



ている人が多かった印象です。 

西山教育長 保護者が、付きっきりではなくても、子供の活動に意識をもっていただけれ

ばと考えています。 

増田委員 ＧＩＧＡスクールに対する家庭の受け止め方には格差があります。子供に任せ

きりで介入しなくなる親御さんもいるかもしれません。子供の成長には、親御さんの協

力が不可欠です。ＧＩＧＡスクール導入に際しては、家庭で対応する部分と学校で対応

する部分とを明確にしておく必要があると思います。 

飯野委員 先生になんでもやっていただくようになると、先生に負担がかかりますので、保護

者の協力や地域の人の協力をいただきながらその隙間を埋めていき、子供たちがより良い教

育を受けられる状況にしていければと思います。その中で保護者も新たな学びが必要となる

と思います。 

西山教育長 今、授業をみたり、先生方のお話を聞いても、若い先生方はタブレットの授業で

の生かし方や対応の仕方が早いです。 

塚本委員 子供もあまりタブレットが大好きにさせすぎてはいけないと思います。使えな

い時間があったりすることが大事だと思います。 

西山教育長 とてもいいことだと思います。子供たちがタブレットを使いきりになってし

まったり、頼りきりになってしまうと怖いと思います。 

 

鈴木課長 議事に入る前にお諮りいたします。報告第２５号は公開で行いますが、議案第２９

号は議会への報告事項であり、議案第３０号は、議会の議決を経るべき案件であることから、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項の規定に基づき、議案第２９号及

び議案第３０号は非公開で行いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

全委員承認 

 

 議事  

 

（公開審議） 

 

西山教育長、報告第２５号「蓮田市学校給食委員会委員の委嘱について」を報告する。 

鈴木課長、朗読及び報告理由の趣旨説明を行う。 

 

（非公開審議） 

 

西山教育長、議案第２９号「令和２年度教育行政の執行状況に関する点検評価報告書につい

て」を提案する。 

鈴木課長、朗読及び提案理由の趣旨説明を行う。 

 

採決の結果、委員総員の賛成で議案第２９号を原案のとおり可決した。 

 

西山教育長、議案第３０号「教育委員会所管に係る令和２年度蓮田市一般会計補正予算（第

８号）について」を提案する。 

鈴木課長、朗読及び提案理由の趣旨説明を行う。 

 

各所管課長から詳細説明がなされた。 

 

採決の結果、委員総員の賛成で議案第３０号を原案のとおり可決した。 

 

西山教育長の閉会宣言で第１１回定例会は閉会となった。 

 

閉議 午前１１時１２分 

 

 

 


